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一
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で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を！～

身
近
に
存
在
す
る
悪
徳
商
法
～

活
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
て
　
農
業
委
員
１
０
人
決
ま
る！    　
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若
桜
宿
ま
ち
並
み
観
賞
会

蔵
通
り・仮

家（
カ
リ
ヤ
）ラ
イト
ア
ッ
プ

　
城
下
町
、
宿
場
町
と
し
て
の
面
影
を
し
の
ば
せ
る
若
桜
宿
を

行
燈
と
照
明
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
９
月
に
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
こ
か
な
つ
か
し
い

雰
囲
気
の
ま
ち
な
み
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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こ
の
筆
界
特
定
制
度
は
境
界
紛
争
解

決
の
た
め
の
制
度
と
し
て
、
平
成
18
年

１
月
20
日
に
施
行
さ
れ
、
今
年
で
６
年

目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
土
地
の
所
有
者
な
ど

の
申
請
に
基
づ
い
て
、
筆
界
特
定
登
記

官
が
、
外
部
専
門
家
、
例
え
ば
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど
の

筆
界
調
査
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

土
地
の
「
筆
界
」
の
現
地
に
お
け
る
位

置
を
特
定
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、「
筆
界
」
と
は
、
あ
る
土
地

が
登
記
さ
れ
た
と
き
に
そ
の
土
地
の
範

囲
を
区
画
す
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ

た
も
の
で
、
所
有
者
同
士
の
合
意
な
ど

に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
境
界
」
と
は
、
所

有
権
の
範
囲
を
画
す
る
線
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場

家
屋
を
新
築
・
増
改
築
さ
れ
た
場
合

　　

１
月
２
日
以
降
に
家
屋（
専
用
住
宅
）

ま
た
は
住
宅
以
外
の
家
屋
（
店
舗
・
倉

庫
な
ど
）
を
新
築
あ
る
い
は
増
改
築
さ

れ
る
と
、
そ
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
築
あ
る
い
は
増
改
築
さ
れ
た
場
合

は
、
税
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後

日
、
家
屋
の
評
価
額
を
算
出
す
る
た
め

の
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
以
外
の
家
屋
（
店
舗
・

倉
庫
な
ど
）
を
改
築
し
て
住
宅
用
に
用

途
を
変
更
し
た
場
合
は
、
そ
の
土
地
の

税
額
を
軽
減
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

☎
お問い合わせ先

税務課
（８２）２２３４

ＩＰ（９８２）２２３４

○
改
修
工
事
に
よ
り
改
修
を
し
た
部
位

が
新
た
に
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
に
な
る
も
の

【
対
象
と
な
る
改
修
工
事
の
要
件
】

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
、
窓
の

改
修
工
事
（
二
重
サ
ッ
シ
化
、
複
層
ガ

ラ
ス
化
な
ど
）
ま
た
は
こ
の
工
事
と
併

せ
て
行
う
床
、
天
井
ま
た
は
壁
の
断
熱

改
修
工
事
で
あ
る
こ
と
。

【
必
要
書
類
】

○
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書
（
建

築
士
・
指
定
確
認
検
査
機
関
ま
た
は

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行
し

た
も
の
）

○
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書
（
当
該
改

修
工
事
の
内
容
及
び
費
用
の
確
認
が

で
き
る
も
の
）

○
改
修
工
事
箇
所
の
図
面
・
写
真
な
ど

（
改
修
前
・
後
）

○
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
を
支
払
っ

た
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
）

省
エ
ネ
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
が
あ
り
ま
す

　
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
行
い
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
住

宅
に
は
、
１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
と

し
て
、
翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産

税
額
が
３
分
の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
減
額
を
受
け
る
に
は
、
改
修
後

３
ヶ
月
以
内
に
税
務
課
に
申
告
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
住
宅
・
工
事
費
の
要
件
】 

○
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で

あ
る
こ
と

○
改
修
に
要
し
た
費
用
が
30
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

家
屋
を
取
り
壊
し
さ
れ
た
場
合

　　

住
宅
ま
た
は
車
庫
・
倉
庫
な
ど
の
課

税
さ
れ
て
い
る
建
物
を
取
り
壊
し
さ
れ

た
と
き
は
、「
家
屋
滅
失
届
」
を
税
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
内
に
取

り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
そ
の

翌
年
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い

る
家
屋
は
滅
失
登
記
を
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
を
取
り
壊
し
さ
れ
た
場

合
は
、
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
適
用
さ
れ

て
い
た
「
住
宅
用
地
の
軽
減
措
置
」
が

な
く
な
り
、
翌
年
か
ら
通
常
（
軽
減
な

し
）
の
税
額
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

「

筆
界
特
定
制
度
」を

ご
存
じ
で
す
か

 

～
「
筆
界
は
ど
こ
？
」

法
務
局
が

解
決
し
ま
す
～

家
屋
を

　
　・

　
　
　・

さ
れ
た
方
へ

～
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
～

・

新
築　
増
改
築

【
必
要
書
類
】

○
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書
（
当
該
改

修
工
事
の
内
容
及
び
費
用
の
確
認
が

で
き
る
も
の
） 

○
改
修
工
事
箇
所
の
図
面
・
写
真
な
ど

（
改
修
前
・
後
）

○
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
を
支
払
っ

た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
） 

○
改
修
工
事
の
費
用
に
充
て
る
た
め
に

交
付
さ
れ
る
補
助
金
な
ど
の
決
定
通

知
書
の
写
し   

○
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
要

介
護
・
要
支
援
認
定
者
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

の
写
し
（
障
が
い
の
あ
る
方
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事　

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
を
行
い
、
以
下
の
要
件
を
満

た
す
住
宅
に
は
、
１
０
０
㎡
分
ま
で
を
限

度
と
し
て
、
翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定

資
産
税
額
が
３
分
の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
減
額
を
受
け
る
に
は
、
改
修
後

３
ヶ
月
以
内
に
税
務
課
に
申
告
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
住
宅
・
工
事
費
の
要
件
】 

○
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
改
修
に
要
し
た
費
用
か
ら
補
助
金
な

ど
を
除
く
自
己
負
担
額
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

○
現
在
、
新
築
住
宅
軽
減
及
び
耐
震
改

修
に
伴
う
減
額
を
受
け
て
い
な
い
建

物
で
あ
る
こ
と

【
居
住
者
の
要
件
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
居

住
し
て
い
る
こ
と
。

①
65
歳
以
上
の
方　

②
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
方

③
障
が
い
の
あ
る
方

【
対
象
と
な
る
改
修
工
事
の
要
件
】

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
勾
配
緩
和　

③
浴
室
の
改
良
④
引
き
戸
へ
の
取
替
え

⑤
手
す
り
の
取
付
け
⑥
床
の
段
差
解
消

⑦
ト
イ
レ
の
改
良
⑧
床
の
滑
り
止
め

　
　

取
り
壊
し

合
に
は
、「
筆
界
」
と
異
な
る
概
念
と

な
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
、「
筆
界
」

は
所
有
権
の
範
囲
と
一
致
す
る
の
で
す

が
、
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

筆
界
特
定
制
度
を
も
っ
と
知
り
た
い
方

は
、
最
寄
り
の
法
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
６
８
０
―
０
０
１
１

鳥
取
市
東
町
２
丁
目
３
０
２
番
地

鳥
取
地
方
法
務
局
登
記
部
門
２
階

筆
界
特
定
係

☎
０
８
５
７
（
22
）
２
２
５
８

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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平成22年度町税収納実績について
　平成22年度の町税収納実績をとりまとめました。若桜町は町県民税（個人）について滞納繰越
分と現年度分をあわせた収納率が県下19市町村中、第１位（平成21年度第２位）となりました。
　自主財源の確保と、税の負担の公平性を保つため収納率の向上に努めて行きますので、今後も
町民の皆様のご協力をお願いいたします。

（円、％）

収納率計
現年度分滞納繰越分

税 目 収納率
D/C

収納額(D)調定額(C）
収納率
B/A

収納額(B)調定額(Ａ）

98.78%99.85%156,956,250157,197,70050.47%1,751,7933,470,873町県民税（個人）

99.09%99.07%9,625,6009,715,600100.00%130,000130,000法人町民税

90.96%99.22%100,570,497101,358,90017.93%2,057,80311,474,270固定資産税

97.82%99.24%9,775,7009,850,30037.97%89,000234,400軽自動車税

95.75%99.57%276,928,047278,122,50026.31%4,028,59615,309,543合 計

83.04%98.41%89,110,89690,547,20015.70%3,244,73420,669,310国民健康保険税

100.00%100.00%29,379,30029,379,300－－－
後期高齢者
医療保険料

99.32%99.72%72,637,80072,842,30047.96%273,610570,553介護保険料

93.73%99.40%468,056,043470,891,30020.65%7,546,94036,549,406総合計

町税等滞納整理の取り組みについて

  鳥取県地方税滞納整理機構

　平成22年４月に、鳥取県と県内全市町村の合意を受けて、個人住民税をはじめとする地方税の
収入確保を図るため、「鳥取県地方税滞納整理機構」が設立されました。
　高額または悪質な滞納者については、税務課の職員だけでなく、鳥取県地方税滞納整理機構の
職員も一緒に町税の滞納整理に取り組んでいます。

  若桜町滞納整理対策本部

　今年度も引き続き、町税などの未収金の解消に向けて、町長をはじめ役場の係長職以上及び担
当職員を本部員として、町税等滞納整理を実施します。
○滞納整理の対象は、平成22年度分までで滞納となっている町県民税・固定資産税・軽自動車税・

国民健康保険税などの町税と水道料、下水道使用料、町営住宅使用料、住宅新築資金貸付金な
どの滞納者212人、滞納額165,326千円です。

○高額、悪質な滞納者については、財産の差押、給水停止、住宅明渡し命令などの措置を講じます。
○自動車の差押のためのタイヤロックも未収金解消のために積極的に活用していきます。

　

本
件
は
、
い
わ
ゆ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

名
義
貸
し
と
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
で

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
名
義
貸
し
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
不
正
利
用
の
一
形
態
で
あ

り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
加
盟
店
契

約
を
し
て
い
る
販
売
業
者
な
ど
が
資

金
繰
り
目
的
で
知
人
の
名
義
を
借
り

販
売
契
約
を
仮
装
し
て
こ
れ
に
基
づ

く
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
成
立
さ
せ
ク

レ
ジ
ッ
ト
代
金
を
取
得
し
資
金
繰
り

に
充
て
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
件
の
原

因
と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
加

盟
店
で
あ
る
販
売
業
者
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
を
不
正
使
用
さ
せ
な
い
よ
う

管
理
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
厳
し
く

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
20

年
の
法
改
正
に
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
の
加
盟
店
管
理
責
任
が
強
化
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

名
義
貸
し
の
ケ
ー
ス
は
、
様
々
な

経
緯
が
あ
る
に
せ
よ
、
原
則
と
し
て

名
義
を
貸
し
た
人
が
法
律
上
の
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の
請
求
に
対
し

て
も
原
則
と
し
て
支
払
い
に
応
じ
る

べ
き
こ
と
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
、

小
遣
い
程
度
し
か
も
ら
っ
て
い
な
く

て
も
名
義
貸
し
を
し
た
以
上
は
支
払

い
を
免
れ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
で

き
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
も
、
名
義
人
の
意
思
に
基

づ
く
関
与
が
な
い
、
い
わ
ゆ
る
名
義

冒
用
の
場
合
に
は
、
名
義
人
の
意
思

に
よ
る
関
与
が
な
い
以
上
、
名
義
人

に
責
任
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

他
に
名
義
貸
し
の
ケ
ー
ス
と
し

て
、
サ
ラ
金
な
ど
か
ら
借
金
す
る
際

に
自
ら
の
名
義
で
は
借
り
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
他
人
か
ら
名
義
を
借

り
て
借
金
す
る
も
、
返
済
せ
ず
行
方

不
明
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
が
、
名
義
を
貸
し
た
人
が
お
金

を
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
名
義
貸
し
の
ケ
ー
ス
と
同
様

で
す
。

　

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
名
義
貸
し
の

ケ
ー
ス
で
は
、
名
義
を
貸
し
た
人
と

信
販
会
社
と
の
間
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
と
そ
の
前
提
と
な
る
販
売
業
者
と

名
義
を
貸
し
た
人
と
の
売
買
契
約
が

存
在
し
ま
す
。名
義
を
貸
し
た
人
は
、

こ
の
売
買
契
約
の
取
消
な
ど
を
主
張

し
て
、
信
販
会
社
に
対
し
て
請
求
を

拒
絶
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
名
義
貸
し
を
し
て
い
る
以
上
請

求
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
裁
判
実
務
上

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
名

義
貸
し
に
は
ご
用
心
く
だ
さ
い
。
名

義
貸
し
に
関
す
る
具
体
的
な
対
応
方

法
な
ど
は
役
場
窓
口
に
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【相談窓口】

　若桜町役場町民福祉課

　☎（82）２２３３・２２３２
　鳥取県東部消費生活相談室

　☎０８５７（26）７６０５・７６０４
　〔いずれも平日　８時30分～ 17時〕

【９月の法律相談】

●と　き＝９月13日（火）13時30分～ 16時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎（82）０２５４

ア
ド
バ
イ
ス

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　
　

あ
る
日
、
知
人
の
Ａ
か
ら
小
遣
い

稼
ぎ
の
話
が
あ
る
と
い
う
の
で
聞
い

て
み
る
と
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
書
に

サ
イ
ン
し
、
数
日
後
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
ら
「
は
い
」、

「
は
い
」
と
返
事
し
て
く
れ
れ
ば
、

５
万
円
あ
げ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

か
ら
請
求
が
き
た
ら
自
分
が
払
う
。」

相
談
事
例

と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
最
初
、
何

の
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
「
と
に

か
く
名
義
を
貸
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

ん
だ
。」
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上

説
明
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
も
ち
ろ
ん
他
人
に
名
義
を
貸
す
こ

と
が
悪
い
こ
と
だ
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、つ
い
欲
が
出
て
し
ま
い
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
、

そ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
契
約
す

る
意
思
が
あ
る
の
か
ど
う
か
な
ど
を

確
認
さ
れ
た
際
に
も
、「
は
い
」、「
は

い
」
と
応
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
数
ヶ
月
経
っ
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の
請
求
書
が
届
き

ま
し
た
の
で
、
早
速
Ａ
に
支
払
っ
て

く
れ
る
よ
う
連
絡
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
Ａ
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。「
自
分
が
払
う
」
と
い
っ
た

の
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
私
宛

に
督
促
が
来
ま
し
た
。
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

一
人
で
悩
ま
ず
、

　
　
　ま
ず
相
談
を
！

  

～
身
近
に
存
在
す
る
悪
徳
商
法
～
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若
桜
町
農
業
委
員
一
般
選
挙
が
７
月
５

日
に
告
示
さ
れ
、
選
挙
す
る
定
数
６
人
に

対
し
、
立
候
補
の
届
出
を
し
た
人
が
６
人

で
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

７
月
11
日
の
選
挙
会
で
立
候
補
し
た
６
人

の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
選
任
委
員
は
４
人
で
、

議
会
推
薦
２
人
、
農
協
推
薦
１
人
、
農
業

共
済
推
薦
１
人
が
選
任
さ
れ
、
10
人
の
新

し
い
農
業
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

活
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
て

農
業
委
員
10
人
決
ま
る
！

☎お問い合わせ先
農業委員会事務局
（８２）２２３９

　

農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て

農
用
地
の
有
効
活
用
や
担
い
手
の
育
成
、

後
継
者
の
確
保
な
ど
、
活
力
あ
る
農
業
・

農
村
を
築
く
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

会
長
に
は
、
平
田
雅
人
さ
ん
（
加
地
）、

会
長
職
務
代
理
に
は
表
利
幸
さ
ん
（
農
人

町
）
が
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
で
決
ま
り

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
26
年
７
月
19
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

平田　雅人（加地）
会　長
選　挙

大野・寺前・小船・落折

大谷　壽雄（岩屋堂）
委　員
選　挙

須澄・岩屋堂・吉川

大石　義範（来見野）
委　員
選　挙

浅井・若葉団地
来見野・諸鹿

山本　昭子（栃原）
委　員
議会推薦

栃原・中原・加地

淺井　裕（香田）
委　員
選　挙

香田・長砂・湯原

氏名（住所）
役職名
資格

担当区域

表　利幸（農人町）
職務代理
選　挙

西町・農人町・三倉
上高野・高野

藪田　道正（糸白見）
委　員
選　挙

岸野・大炊・糸白見・根安

中島　彰（赤松）
委　員
農協推薦

口屋堂羅・屋堂羅
内町・赤松

植田　早苗（渕見）
委　員
議会推薦

渕見・茗荷谷・ 米

茗荷　主吉（寺所）
委　員

農業共済推薦
新町・山田町・上町
中町・下町・寺所・馬場

氏名（住所）
役職名
資格

担当区域

メ
リ
ー
先
生

　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
、ア
メ
リ
カ
か
ら
、

メ
リ
ー
・
ワ
イ
ル
ズ
先
生
を
迎
え

ま
し
た
。
小
・
中
学
校
、
保
育
所
、

幼
稚
園
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

日
本
語
も
少
し
話
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

　みなさんこんにちは。私はメリー・ワイルズです。アメリカのワシント

ン州スノクワルミから来ました。ワシントン州は西海岸でカナダの南にあ

ります。

　私は若桜町に来ることができ、とても幸せです。若桜町はとてもきれい

です。私は多くの人と出会い、この若桜町のことをもっと知りたいです。

親切にしてくださる若桜町のみなさんに感謝しています。

　私の趣味は、料理と編み物と自然の中で過ごすことです。新しい社会で

がんばっていきたいと思います。

　

平
成
23
年
度
若
桜
町
農
業
委
員
会

臨
時
総
会
に
お
い
て
、
委
員
の
互
選

に
よ
り
不
肖
私
が
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
経
験
豊
か
な
歴
代
の
各
会

長
の
後
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

な
り
、
未
熟
な
私
が
、
昨
今
の
厳
し

い
農
業
、
農
村
事
情
の
中
、
そ
の
職

務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く

農
業
委
員
会
は
、
農
地
な
ど
の
利
用

関
係
の
調
整
を
は
じ
め
、
地
域
農
業

全
般
に
わ
た
る
諸
問
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
の
行
政
機
関
で
あ
り
、
行

う
べ
き
業
務
は
、
法
律
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
若
桜
町
に
お
い
て
喫
緊
の

課
題
と
し
て
、「
増
大
す
る
耕
作
放

棄
地
対
策
」、「
高
齢
化
故
の
遊
休
農

地
の
増
大
対
策
」、「
担
い
手
不
足
対

策
」、「
鳥
獣
害
対
策
」、
な
ど
取
り

組
む
べ
き
問
題
は
山
積
み
で
す
。
委

員
10
名
が
地
域
の
世
話
役
と
し
て
一

体
と
な
っ
て
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
果

た
す
べ
く
努
力
い
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

若
桜
町
農
業
委
員
会

会
長　

平
田

　雅
人

　

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
鳥
取
県
道
路

交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
が
施
行
さ

れ
ま
す
。

　

次
に
挙
げ
る
違
法
行
為
を
行
う
と
、

５
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

○
自
転
車
運
転
中
の
傘
差
し

○
自
転
車
運
転
中
の
携
帯
電
話
の

使
用
な
ど

○
有
効
な
警
音
器
を
備
え
て
い
な

い
自
転
車
の
運
転

自
転
車
の
危
険
な
運
転
が
目
立
ち
ま
す
。

皆
さ
ん
が
安
全
な
乗
り
方
を
し
て
、

悲
惨
な
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

自
転
車
運
転
中
の

傘
差
し
・
携
帯
電
話

の
使
用
な
ど
に
罰
則
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わ
が
国
で
は
、
平
成
10
年
以
降
毎
年

３
０
、０
０
０
人
以
上
の
人
が
自
殺
で
な

く
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
取
県
で
も
毎

年
１
５
０
人
か
ら
２
０
０
人
の
人
が
自
殺

で
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

自
殺
さ
れ
る
人
の
多
く
は
、
何
ら
か
の

う
つ
状
態
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
は
じ

め
か
ら
心
の
症
状
を
訴
え
る
人
は
少
な

く
、
体
の
不
調
を
訴
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
う
つ
状
態
の
症
状
で
多
い
の
が
睡

眠
障
害
で
す
。「
寝
つ
き
が
悪
い
」、「
ぐ
っ

す
り
眠
れ
な
い
」、「
夜
中
に
目
が
覚
め

る
」、「
途
中
に
目
が
覚
め
た
ら
な
か
な
か

寝
つ
け
な
い
」
な
ど
の
症
状
が
２
週
間
以

上
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
が
だ
る
く

て
意
欲
が
わ
か
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
一
人

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
一
度
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
周
り
の
家
族
や
同
僚
か
ら
見
て

も
「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」、「
何
と
な

く
お
か
し
い
」
な
ど
の
症
状
が
続
い
た
ら

専
門
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
本
人
や
周
囲
が
心
の
サ
イ
ン
に
気
づ

き
、
で
き
る
だ
け
早
く
誰
か
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な

関
係
に
あ
る
（
ま
た
は
過
去
に
あ
っ
た
）

者
か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
身
体
的
暴
力
に
限
ら
ず
精
神
的
・

経
済
的
・
性
的
な
ど
あ
ら
ゆ
る
形
の
暴
力

が
含
ま
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
ほ
と
ん

ど
が
女
性
で
、
家
の
中
で
起
き
る
こ
と
が

大
半
な
の
で
、
外
か
ら
は
発
見
し
に
く
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

内
の
ト
ラ
ブ
ル
を
外
に
出
す
の
は
恥
だ
と

さ
れ
て
隠
す
傾
向
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
暴

力
を
受
け
て
も
表
沙
汰
に
な
り
に
く
い
の

が
現
状
で
す
。

　

暴
力
を
受
け
る
と
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に

と
っ
て
は
身
体
に
受
け
る
傷
だ
け
で
な

く
、
目
に
見
え
な
い
心
に
受
け
る
傷
が
つ

ら
く
、
そ
の
回
復
に
は
長
い
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

　

平
成
13
年
４
月
か
ら
Ｄ
Ｖ
を
防
止
し
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
保
護
す
る
こ
と
が
法
律
で

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
は
深
刻
な
人
権

問
題
で
あ
り
、
社
会
問
題
、
犯
罪
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
を
予
防
す
る
こ
と
、
Ｄ
Ｖ
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
家
庭

の
中
の
問
題
」、「
個
人
の
問
題
」
と
と
ら

え
ず
、
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
人
や

Ｄ
Ｖ
を
知
っ
た
ら
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　トランポ・ロビックス教室を町民体育館で開催しました。�

　HAT－ROBICS�JAPANの井上先生などに指導していただき、幼

児から７４歳の方３０名が参加しました。トランポ・ロビッ

クスは、音楽に合わせて楽しく歩く・走る・弾むなどの運動

を行うことによりバランス感覚を養い、生活習慣病の予防や

正しい姿勢づくりにも効果があります。�

　暑い中でしたが、皆さんが笑顔で気持ちのよい汗をかいてい

ました。�

7月31日 日 〉〉〉

ました。�

音楽にあわせてリズミカルに！
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7月26日 火 〉〉〉

犯罪や非行のない明るい社会を築くために

　第61回社会を明るくする運動
　二町合同研究大会

トランポ・ロビックス教室

　「第６１回社会を明るくする運動二町合同研究大会」が八頭町船岡公民館において若桜町

と八頭町の合同で開催されました。�

　この大会は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更正についての理解を深め、それぞ

れの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築くことを目的に毎年行って

います。�

　当日は、八頭保護区保護司会をはじめ各種団体の皆様に多数ご参加いただき、因幡船岡駅

前から八頭町船岡公民館までの広報パレード、二町の中学生による意見発表、鳥取被害者支

援センター事務局長の田中完治氏によるご講演、広報ビデオの上映などを行いました。�

　なお、この大会は町民の皆様からの「愛の協力募金」としていただいた賛助金をもとに開

催いたしました。皆様のご協力大変ありがとうございました。�

※トランポ・ロビックスに関心のある方は、教育委

員会事務局に気軽にお声をかけてください。指導者

が、楽しく丁寧にご指導いたします。若桜町はトラ

ンポ・ロビックスの普及に努めています。

暑い中、明るい社会へと広報パレード

☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９

IP（９８２）２２１４

９
月
10
日
は

　

世
界
自
殺予

防
デ
ー
で
す

～
10
日
か
ら
自
殺
予
防
週
間
～

Ｄ
Ｖ（

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

【県の相談窓口】

鳥取県東部総合事務所福祉保健局

☎０８５７（22）５６１６

鳥取県立精神保健福祉センター

☎０８５７（21）３０３１

自殺予防キャンペーンポスターより

【県の相談窓口】

福祉相談センター
（婦人相談所・配偶者暴力相談支援センター）
☎０８５７（27）８６３０
夜間相談窓口
☎０８５８（26）９８０７
郡家警察署
☎０８５８（72）０１１０

元気にジャンプする子どもたち



　「一人ひとりの人権感覚をつちかい確かな学習と実践に

つなげる」ことを目的に、第３６回部落解放若桜町研究集

会を若桜町公民館で開催しました。�

　今年度は、オープニング行事として鳥取県の人権キャラ

クター「ふらっチョー」の紹介と、６月に募集した人権標

語優秀作品の発表と表彰式を行いました。�

　その後、夢と希望に溢れるオリジナル曲を中心に全国で

7月31日 日 〉〉〉

第36回部落解放若桜町研究集会
～今、 しあわせに生きる為に～

コンサート活動を続けている堀内�佳さんの人権コンサートでは、歌と軽妙な語りで「命の大切さ」、「前

向きに生きることのすばらしさ」を伝えていただきました。�

　堀内さんは１才の時病気によって全盲となりましたが、中学生の頃からレコードなどの音を頼りに独

学でギターを弾き始め、働きながら楽曲を作り音楽活動されています。その歌と語りからは、両親の愛

情と、周りの人のぬくもり、温かさを感じることが出来ました。参加された方からも「感動・涙・命の

大切さ・生きる力」などの声が多く聞かれました。�

　ハンデをハンデとして捉えず個性として捉えて力強く歩む堀内さんから、多くのことを学んだコン

サートでした。�

　他にも、「いじめ・差別・偏見・人権」など、皆さんが

日常で感じているキーワードを使った作品が多くあり、関

心の高さがうかがえました。�

　応募がないのでは？皆さんあまり関心がないのでは？と

心配していましたが、全くの杞憂に終わりました。�

　たくさんのご応募ありがとうございました。�

　若桜町ふるさと観光大使に、若桜町出身で現在神戸市のエレガント・

マナースクール学院長の平林都さんが任命され、若桜鉄道若桜駅で委

嘱セレモニーが行われました。�

　平林さんは同スクールを開業し、年間３００件以上の企業研修など

を行っています。�

　駅構内で開かれたセレモニーでは小林町長から平林さんに委嘱状が

手渡され、小林町長は「若桜町のふるさと観光大使はこれで２人目です。

平林さんには若桜町や鳥取県をいたる所でアピールして欲しい。」と激

励し、平林さんにふるさと観光大使のたすきを掛けました。�

　平林さんは「岩屋堂や若桜駅のＳＬなど、若桜町のあまり知られて

いないスポットを紹介したい。若桜町の女性パワーを引き出したい。」

と抱負を話されました。�

8月13日 土 〉〉〉

若桜町ふるさと観光大使に
平林都さん任命
若桜町観光大使委嘱セレモニー
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人権標語優秀作品発表
　今年度、若桜町同和教育推進協議会では、「伝えてみませんか、あなたの声を想いを！」をテーマ

に人権標語を募集しました。１８８名の方から４６５作品の応募があり、役員会で選考した結果入賞

は次の７作品に決定しました。�

　東京都武蔵野市在住の家族２９組１０４人を迎え、「武蔵

野市家族自然体験交流事業」が８月１８日から８月２２日

まで５日間、県内の６地区（岩美・佐治・鹿野・若桜・八頭・

河原）で開催されました。前半２日間は岩美町の海岸地域

での体験、後半３日間は山間地域での体験が行われました。

　若桜町には４家族１３名が８月２０日から８月２２日ま

で来訪され、１日目は木工体験、ＳＬ体験、夕食づくりな

どを行い、吉川分校に宿泊、２日目は吉川地区で吉川ＹＹ

Ｃと野菊の会の協力により、そば打ち、ウインナーづくり、

武蔵野市家族自然体験交流事業
8月20日 土 ～22日 月〉〉〉

わら細工、水遊びなどの体験を行ないました。参加者の

皆さまは「のんびり、ゆったりと若桜町の自然の中です

ごすことができました。人の温かさを実感し、受け入れ

てくださった方々には大変感謝しています。」と大変喜

んでおられました。若桜町の良いところを十分に味わっ

て帰っていただきました。�

　第３回わかさ清流まつり・ニジマス釣り大会（若桜制作

振興会主催）が、八東川で開催されました。町内外から大

勢の釣り人が参加し、ニジマス釣りを満喫しました。この

大会は若桜町の豊かな自然や清流のまちをＰＲすることを

目的に開かれました。�

　会場には子どもから大人まで、約５００人の参加者が、

次々とニジマスを釣り上げていました。体長４４．５cmの大

物も釣れました。また、小学生以下対象のつかみどりもあり、

子どもたちが川に入り、お父さんやお母さんの声援を受け

ながら、放流されたニジマスをつかみ歓声を上げながら楽

しみました。�

8月7日 日 〉〉〉

演奏する堀内　佳さん

会場を盛り上げる「ふらっチョー」

入賞された皆さん

第３回わかさ清流まつり

ニジマス釣りを楽しむ参加者

観光大使に任命された平林さん

初めての流しそうめんにおおはしゃぎ

座禅に取り組む子どもたち

 

最
優
秀
作
品 

『
や
め
よ
う
よ 

　

勇
気
を
出
し
た
ら
止
め
ら
れ
る
』

　

若
桜
小
学
校　

平
山　

日
向
多
さ
ん

 

優
秀
作
品 

○
小
学
生
部
門

『
さ
べ
つ
の
芽　

小
さ
い
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
き
と
ろ
う
』

  

若
桜
小
学
校　

杉
本　

未
歩　

さ
ん

『
あ
り
が
と
う　

み
ん
な
で

　
　
　
　

言
っ
た
ら 

ケ
ン
カ
ゼ
ロ
』

  

若
桜
小
学
校　

福
田　

智
司　

さ
ん

○
中
学
生
部
門

『
気
づ
い
て
る
？
私
の
悲
し
み　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叫
び
声
』

  

若
桜
中
学
校　

盛
田　

香
織　

さ
ん

『
助
け
合
い　

人
と
人
と
を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
な
ぐ
橋
』

  

若
桜
中
学
校　

谷
口　

紗
絵　

さ
ん

○
一
般
部
門

『
見
て
見
ぬ
ふ
り　

あ
な
た
も

　
　
　

加
害
者　

気
づ
い
て
る
？
』

  

若
桜
町
浅
井　

西
垣　

真
由
美
さ
ん

『
な
に
げ
な
い　

小
さ
な
勇
気　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
動
で
』

  
若
桜
町
湯
原　

鎌
谷　

良
憲　

さ
ん



平成23年９月13 平成23年９月 12

町
長

　
小
林  

昌
司

鹿
、
猪
の
防
護
柵
全
集
落
で
取
り
組
む
！

成
果
が
出
る
の
を
期
待

　
　
　
　
　
　

　

今
年
の
冬
は
鹿
が
大
量
に
出
没
し

て
、
杉
の
木
の
皮
な
ど
を
剥
が
し
、

大
被
害
を
与
え
ま
し
た
が
、
町
で
は

思
い
切
っ
て
捕
獲
報
償
金
を
増
額
し
、

猟
友
会
に
お
願
い
し
て
捕
獲
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、

約
１
、０
０
０
頭
近
い
鹿
を
捕
獲
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鹿
や
猪
に
つ
い
て
は
、
個
体
数
を

減
ら
す
こ
と
、
被
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
の
防
護
柵
（
メ
ッ

シ
ュ
網
、
電
気
柵
）
を
す
る
こ
と
、

こ
の
２
つ
の
施
策
を
重
点
に
対
策
を

進
め
て
お
り
、
今
年
度
は
防
護
柵
を

完
全
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
補
助
金

を
増
額
し
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
負

担
を
軽
減
し
ま
し
た
。
以
前
は
事
業

費
の
３
分
の
２
を
補
助
し
て
お
り
ま

思
い
切
っ
て
防
護
柵
の
負
担
を
軽
減
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
、
効
果
が
上
が
っ
て
い
る

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
保
護
管
理
計

画
が
変
更
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
て
、

従
来
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
ク
マ
に
遭

遇
ま
た
は
被
害
の
発
生
す
る
恐
れ
が
高
い

場
合
は
、
防
護
・
誘
引
物
の
除
去
、
追
い

払
い
（
第
２
段
階
）
で
し
た
が
、
見
直
し

で
は
、
捕
獲
し
て
殺
処
分
す
る
方
向
で
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
最
終
決
定
は
９

月
の
中
・
下
旬
に
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
観
光
大
使
に

平
林
都
さ
ん
（
若
桜
町
出
身
）

　
　
　
　
　

　

去
る
８
月
13
日
、
若
桜
駅
構
内
で
平
林

都
さ
ん
の
若
桜
町
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
の

委
嘱
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
こ
ま
ち
ー
ず
、
Ｊ
Ａ
若
桜
支
店
女
性

部
、
商
工
会
女
性
部
、
そ
の
他
一
般
町
民

の
方
が
多
数
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥

取
県
関
西
本
部
の
米
田
裕
子
本
部
長
も
駆

け
つ
け
て
、
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
若
桜
町
で
現
在
、
名
古
屋
の
長

谷
川
孝
一
さ
ん
（
高
野
出
身
）
に
次
い
で

２
人
目
の
委
嘱
で
す
。
今
後
、
平
林
さ
ん

に
は
本
町
の
観
光
資
源
、
特
産
品
及
び
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
魅
力
を
広
く
紹
介
、
宣
伝

し
て
い
た
だ
き
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
と

鳥
取
県
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
後
の
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

県
民
税
は
県
下
で
第
１
位
の
徴
収
率

納
税
の
意
識
は
向
上
し
て
お
り
ま
す

　

若
桜
町
で
は
、
以
前
か
ら
町
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
に
相
当
の
滞

納
額
が
あ
り
ま
し
て
、
困
っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
悪
質

な
滞
納
者
も
増
加
し
て
お
り
ま
し
た
。

税
金
を
真
面
目
に
払
う
人
が
損
を
す

る
よ
う
な
町
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
。

税
金
は
町
行
政
を
運
営
す
る
上
で
は

根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
５
年
ほ

ど
前
か
ら
重
点
的
に
滞
納
整
理
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
職
員
の
係

長
以
上
を
対
象
に
滞
納
整
理
本
部
を

設
置
し
て
、
年
３
回
の
滞
納
整
理
月

間
を
設
け
て
徴
収
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
し
、
悪
質
な
も
の
は
鳥
取
県
の

滞
納
整
理
機
構
に
お
願
い
し
て
徴
収

に
重
点
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
職
員

の
頑
張
り
に
よ
っ
て
平
成
21
年
度
の

県
民
税
の
徴
収
率
は
県
下
で
第
２
位

97
・
９
％
、
平
成
22
年
度
の
徴
収
率

は
第
１
位
98
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
方
の
納
税
に
対
す
る

意
識
が
向
上
し
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
納
税
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
を
直
し
た
り
、

福
祉
や
い
ろ
ん
な
町
づ
く
り
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
こ
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
６
分
の
５
ま
で
補

助
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
電
気
柵
な

ど
に
６
０
、０
０
０
円
か
か
っ
た
場
合
は

５
０
、０
０
０
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。
皆

さ
ん
に
は
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
各
集
落
を
回
っ
て
見
ま
し
て
、
農
家

の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
被
害
は
出
て

い
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
稲
も
豊
作
だ
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
稲
の
刈
取
り
前
に
猪
が

入
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
防
護
柵
の
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
林
か
ら
田

畑
ま
で
の
間
の
草
を
刈
り
、
緩
衝
帯
を
つ

く
る
こ
と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
鹿
や
猪
の
肉
を
活
用
し
て
、

加
工
場
を
建
設
し
商
品
化
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
話
も
出
て
お
り
ま
し
て
、
積
極
的

に
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

東部地区スポーツ少年団競技別交流大会
～若桜スポ少バレー部が優勝～

　東部地区スポーツ少年団競技別交流大会バレーボールの部が７月24日、
岩美町民体育館で開催されました。若桜町スポーツ少年団少女バレーボー
ル部が優勝をし、12月４日に鳥取市で開催される県大会出場権を獲得しま
した。

若桜
優勝

若
　
桜

宮
ノ
下

若
　
桜

Ａ
１
位

Ｂ
２
位

Ｂ
１
位

Ａ
２
位

岩
美
北

宮
ノ
下

郡
家
東

２ 21
21

２ 23
21

021
13

0 15
8

221
21

019
8

女子

優勝した若桜町スポーツ少年団
少女バレーボール部

若桜町野球大会
　西町　13年ぶりの栄冠！！

優勝した西町チーム

（西町）　宮本尚　　　－　　河村・本城・川戸
（新町）　山口・瀬戸　－　　大石・森本
　【成績】
優　勝：西　町
準優勝：新　町
第３位：吉　川・赤　松

優勝

〈決勝戦〉

計８７６５４３２１チーム名

５２００１１００１西 町

３０００００２０１新 町

　若桜町野球大会を８月13日・14日に中之島公
園と若桜中学校を会場に開催し、炎天下の中で
９チームが熱戦を繰り広げました。
　13日に１、２回戦を行い、14日には準決勝、
決勝を行いました。
　決勝戦は、西町が１回表に先制すると、その裏、
新町もすぐ同点に追いつく白熱した展開となり、
同点のまま延長戦に入り延長８回に西町が２点
をあげ勝利しました。



平成23年９月 14

★地域交流キャンプ（７月29日～ 30日）

　隣保館では、地域交流事業の一環として若桜町・岩美
町・八頭町（郡家）の小学生や保護者の方 48 名の参加
で岡山県右手「トムソーヤ冒険村」に行き、魚釣りやバー
ベキューをして楽しく交流しました。夏休みの良い思い
出になったことでしょう。

９月の予定
９日　フラワーアレンジメント教室　　

　　　19時～ 20時30分

15日　書道教室　　　

　　　19時30分～ 21時

20日　読み聞かせ教室　　　

　　　16時30分～ 17時30分

27日　健康づくり人づくり　

　　　岡山県・長島愛生園（ハンセン病）

28日　第３回ふれあい祭り実行委員会

今月の言葉　普段着で　　誰にも　　差別のない若桜

平成23年９月15

隣 保 館 を 覗 い ち ゃ お！
　隣保館には毎日たくさんの方が来館しています。各講座に参加されている
方や、就職・生活などの悩みを相談に来られたり、「ちょっと寄ってみた」と
世間話をしたりと交流の場所としても親しまれています。

★スタディーツアー（８月６日）

　31名の参加者で大阪コリアタウンに行きました。
　たくさんの在日朝鮮や在日韓国の方が生活してい
ます。コリアタウンにて異文化に触れ伝統食文化を
感じてきました。

「あいさつ＋
プラス

ＯＮＥ運動」
あいさつが気軽にできる町づくりを！

　若桜町では、「あいさつ＋ ONE 運動」に取り組んでいます。アンケー
ト結果の一部を紹介します。
　少しずつですが着実に良くなっている様子が数字に表れています。

地域の方から

　子どもから「さよ

なら」とか「こんにち

は」と大きな声をかけてもらった

時、パワーをいただいたようで心

がほのぼのとしてきます。

「あいさつは大事」だとみんなが思っています。

明るい元気のいいあいさつを、今以上に町じゅうに広めていきたいですね。

【地域の方に元気よくあいさつをしますか？】

ほとんど
しない

会釈をする
大人があい
さつをすれ
ば返す

声は小さい
があいさつ
をする

進んで元気
よくあいさ
つをする

1％3％15％41％40％21年度

3％0％11％40％45％22年度

【地域の方はあいさつや声かけをしてくれますか？】

あいさつし
てくれない

あいさつを
すると返し
てくれる

ときどき
あいさつを
してくれる

進んで
あいさつを
してくれる

2％9％41％48％21年度

1％9％37％53％22年度

児童・生徒対象（小学生・中学生）アンケート調査結果より
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若桜弁財天（三倉）第16回

　

若
桜
弁
財
天
は
三
倉
集
落
の
奥
を
進

み
、
弁
天
谷
川
に
沿
っ
て
さ
か
の
ぼ
っ

た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
若

桜
弁
財
天
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、「
江

嶋
神
社
」
と
い
う
正
式
な
神
社
名
が
あ

り
ま
す
。

　

創
建
期
は
不
明
で
す
が
、
本
殿
の
後

方
に
そ
び
え
る
巨
大
な
弁
天
岩
が
、
信

仰
の
対
象
と
し
て
民
衆
に
広
ま
っ
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
境
内

に
は
本
殿
や
拝
殿
な
ど
が
並
ん
で
い
ま

す
が
、　

約
２
０
０
年
前
に
描
か
れ
た

絵
図
か
ら
、
当
時
境
内
に
は
弁
天
岩
と

灯
籠
し
か
無
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
若
桜
鬼
ヶ
城
の
歴
代
城
主

の
祈
願
所
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
城
の
鎮

守
社
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

七
福
神
の
一
つ
と
し
て
有
名
な
弁
財

天
で
す
が
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
水
神
・

農
業
神
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
や
が
て

時
代
を
経
て
音
楽
・
言
語
の
神
と
な

り
、
衣
食
住
や
財
宝
を
も
た
ら
す
福

の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
若

桜
で
は
毎
年
９
月
の
第
１
日
曜
日
に

弁
天
大
祭
が
開
催
さ
れ
、
商
売
繁
盛

や
縁
結
び
を
求
め
て
多
く
の
参
拝
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
現
在
も
若
桜
を

守
る
神
様
と
し
て
大
切
に
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

若桜弁財天　境内の様子
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今
回
は
、
郡
家
警
察
署
地
域
安
全
刑
事
課
の
渡
辺
警
部
補

と
交
通
課
の
坪
内
巡
査
部
長
に
お
い
で
い
た
だ
き
、「
安
全
な

く
ら
し　

事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い
た
め
に
」
と
題
し
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

渡
辺
警
部
補
は
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、「
架
空
請
求
詐
欺
」、

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」、「
還
付
金
請
求
詐
欺
」
な
ど
、
振
り
込

め
詐
欺
の
撃
退
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、「
不
安

を
感
じ
た
り
、
詐
欺
だ
と
気
づ
い
た
ら
迷
わ
ず
に
警
察
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

坪
内
巡
査
部
長
は
、
高
齢
者
の

交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
に

作
成
さ
れ
た
、
交
通
安
全
「
あ
ご

ち
く
わ
」（「
あ
」
明
る
い
服
装
と

反
射
材
「
ご
」
ご
近
所
み
ん
な
で

「
ち
」
近
く
で
も
危
険
「
く
」
車

の
運
転
は
ゆ
と
り
を
持
っ
て「
わ
」

渡
る
と
き
に
は
し
っ
か
り
確
認
）

に
つ
い
て
説
明
し
、「「
あ
ご
ち
く

わ
」
を
し
っ
か
り
覚
え
、
交
通
事

故
な
ど
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

　

上
町
の
君
野
和
枝
さ
ん
に
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
、

簡
単
に
作
れ
る「
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー
」、「
ク
ッ
キ
ー
」

と
、
今
人
気
の
あ
る
「
マ
カ
ロ
ン
」
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー
」
と
「
ク
ッ
キ
ー
」
は
、
本

当
に
簡
単
に
作
れ
、
そ
の
う
え
お
い
し
く
て
参
加
さ

れ
た
み
な
さ
ん
に
も
「
家
で
も
作
っ
て
み
よ
う
。」
と

好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、「
マ
カ
ロ
ン
」
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
ス
イ
ー

ツ
で
、
湿
気
や
粉
の
混
ぜ
具
合
な
ど
で
で
き
映
え
が

変
わ
っ
て
く
る
そ
う
で
、
皆
さ
ん
が
真
剣
に
、
お
そ

る
お
そ
る
作
っ
て
い
ま
し
た
。
生
地
が
出
来
て
か
ら

約
１
時
間
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
、
１
３
０
℃
の
オ
ー
ブ
ン

で
18
分
程
焼
き
、
冷
ま
し
て
か
ら
お
好
み
の
ジ
ャ
ム

や
ク
リ
ー
ム
を
は
さ
ん
で
出
来
上
が
り
で
す
。

　
「
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
講
習
会
を
し
て
ほ
し

い
。」
と
い
う
声
も
出
る
ほ
ど
、
和
や
か
で
楽
し
い
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

連
日
猛
暑
が
続
く
中
、「
池
田
地
区
ふ

る
さ
と
納
涼
祭
」
が
若
桜
町
公
民
館
中
原

分
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
琴
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
地
元
の

演
歌
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
、
町
長
、
副
町
長
、
町
議
会
議
長
、
副

議
長
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
中
学
生
有
志
の
グ
ル
ー
プ
は
元
気

い
っ
ぱ
い
に
歌
っ
て
踊
り
、
会
場
か
ら
た

く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

盆
踊
り
は
お
小
夜
と
源
兵
衛
を
初
め
昔
か

ら
伝
わ
る
踊
り
で
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
は
静
か

な
地
域
で
す
が
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
大
勢
参
加
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
開
発
に
よ
り
、
よ
り
迅
速

に
よ
り
簡
素
を
求
め
ら
れ
る
近
況
の
中

で
、
嫌
応
な
く
パ
ソ
コ
ン
が
め
ざ
ま
し
く

普
及
す
る
。
た
だ
叩
く
事
の
み
餘よ

念
の
な

い
日
常
生
活
の
中
で
、
精
神
的
に
回
顧
す

る
時
、
豊
か
な
詩
情
を
生
む
思
い
を
書
く

事
の
求
め
ら
れ
る
中
、
悠
久
の
四
千
年
の

歴
史
を
継
承
さ
れ
た
字
を
書
く
永
字
八
法

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
た

だ
書
く
の
み
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
毎
月
第
二
・
四
土
曜

日
午
後
よ
り
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
数
名
で
す
が
、
皆
和
気
あ
い

あ
い
書
い
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
参
加
さ

れ
る
こ
と
、
待
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

　　

書
道
ク
ラ
ブ

郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　柳

　（さ
く
ら
吟
社
）

脳
活
で
パ
ズ
ル
解
い
て
は
ハ
ガ
キ
出
す

 

植
田
み
の
る

こ
の
暑
さ
被
災
地
思
い
我
慢
す
る

 

車
井　

信
恵

命
の
水
飲
ん
で
百
ま
で
生
き
て
ゆ
く

 

門
村　

千
代

ぶ
ら
ぶ
ら
と
し
て
太
陽
に
笑
わ
れ
る

 

蔵
本　

悦
子

遠
い
友
ハ
ガ
キ
へ
元
気
乗
せ
て
く
る

 

中
田　

房
江

灼
熱
の
恋
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て

 

茗
荷　

き
み

外
国
の
絵
ハ
ガ
キ
が
着
く
ハ
ネ
ム
ー
ン

 

盛
田　

夢
路

笹
の
葉
に
ぶ
ら
ぶ
ら
吊
る
す
子
等
の
夢

 

石
岡
せ
つ
子

ブ
ラ
ブ
ラ
と
し
て
る
若
者
情
け
な
い

 

西
谷　

幸
子

お
ー
や
お
や
セ
ミ
の
楽
隊
雲
隠
れ

 

土
岐　

昌
子

ブ
ラ
ブ
ラ
と
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
老
い
の
坂

 

谷
口　

史
子

ふ
る
さ
と
を
ブ
ラ
ブ
ラ
道
の
駅
に
よ
る

 

永
原　

昌
鼓

長
生
き
を
す
る
も
良
い
や
ら
悪
い
や
ら

 

藤
原
美
智
恵

廃
校
舎
ブ
ラ
ン
コ
だ
け
が
揺
れ
て
い
る

 

山
本　

欣
和

戦
時
中
ハ
ガ
キ
ひ
と
つ
で
戦
場
へ

 

盛
田　

康
秋

カ
ラ
オ
ケ
の
曲
を
減
ら
し
て
義
援
金

 

中
島　

寿
道

見
せ
は
せ
ぬ
笑
顔
の
裏
に
あ
る
涙

 
竹
口　

清
信

残
高
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
と
言
う
ハ
ガ
キ

 
藤
原　

鬼
桜

朝
飲
ん
で
後
は
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
過
ご
す

 

岡
崎　

彰
夫

俳

　句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

梅
雨
明
け
て
空
真
っ
新
な
青
さ
か
な

 

西
尾　

青
雨

客
船
に
付
か
ず
離
れ
ず
つ
が
い
鴨

 

山
根　

里
江

老
人
の
球
技
に
湧
き
し
初
夏
の
風

 

坂
口　

仲
子

目
瞑
り
て
聞
く
ひ
ぐ
ら
し
に
あ
る
孤
独

 

谷
口　

裕
子

梅
雨
晴
れ
や
旅
人
憩
ふ
不
動
院

 

中
村　

節
枝

俳

　句　
（
鶴
尾
句
会
）

蝉
採
っ
て
園
長
室
へ
ま
っ
し
ぐ
ら

 

山
本　

小
品

薬
局
の
小
籠
に
清す
が

し
夏
桔
梗 

岡
田
よ
し
子

朝
涼
の
畑
の
賑
は
ふ
日
曜
日 

田
島　

富
子

リ
フ
ォ
―
ム
の
板
戸
が
匂
ふ
狭
涼
し

 

谷
口　

裕
子

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
い
ろ
い
ろ
変
へ
て
夏
野
菜

 

盛
田　

紘
子

う
す
も
の
に
形
見
の
帯
を
締
め
に
け
り

 

竹
本　

光
子

　

氷
ノ
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
親
と

子
の
森
林
体
験
塾
」
の
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
自
分
で
使
う
竹
の
食
器
作
り
か
ら
は

じ
ま
り
、
杉
林
で
の
間
伐
・
枝
打
ち
・
自
然
観

察
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
・
廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ

ン
ド
ル
づ
く
り
、
夜
は
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
の

灯
り
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
食
事
も
、
流
し

そ
う
め
ん
・
夏
野
菜
の
た
く
さ
ん
入
っ
た
カ

レ
ー
・
塩
焼
き
そ
ば
な
ど
、
キ
ャ
ン
プ
の
食
事

は
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
体
験

を
と
お
し
、
自
然
の

魅
力
や
自
然
と
の
関

わ
り
方
・
森
林
の
大

切
さ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
雨
が

降
っ
た
り
や
ん
だ

り
の
悪
天
候
で
し
た

が
、
普
段
で
き
な
い

体
験
が
で
き
、
楽
し

い
キ
ャ
ン
プ
と
な
り

ま
し
た
。

第
４
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学

（
７
月
21
日
）

ス
イ
ー
ツ
作
り
講
習
会

（
７
月
23
日
）

森
林
体
験
塾　

ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

（
７
月
30
・
31
日
）

池
田
地
区
ふ
る
さ
と
納
涼
祭

（
８
月
６
日
）
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！

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
２
・
２
３
０
６

２
０
１
１
・
９
月
号

Ｎ
Ｏ
・
81

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時
～

時

10

30

18

30

12

20

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

新 着 図 書 2011．7．31まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

ＡＹＵＲＡ・わかるパソコン入門河野 裕子・家族の歌

津本 陽・歴史を動かした武将の決断斎藤 志直・600通のラブレター

石渡 嶺司・時間と学費をムダにしない大学選び2012村松 友視・野良猫ケンさん

オバタ カズユキ・大学図鑑！2012松崎 洋・走れ！Ｔ校バスケット部 ６

オバタ カズユキ・資格図鑑！2012神永 学・フラッシ・ポイント ４

美木 良介・美木良介のロングブレイスダイエット誉田 哲也・レイジ

原田 純孝・地域農業の再生と農地制度木谷 恭介・越後親不知殺人事件

村松 友視・銀座の喫茶店ものがたり西村 賢太・寒灯

古賀 茂明・日本（にっぽん）中枢の崩壊今野 敏・化合

古畑 公・食と健康のホントがみえる栄養学山本 幸久・パパは今日、運動会

≪ ヤングアダルト ≫柴崎 友香・虹色と幸運

村上 由佳・雲の果て ５奥田 英朗・我が家の問題

マイケル スコット・死霊（しれい）術師ジョン・ディー４丸谷 才一・樹液そして果実

≪ 児 童 書 ≫澤田 ふじ子・血は欲の色

横沢 彰・ふぁいと！卓球部町田 康・ゴランノスポン

吉野 万理子・チームみらい篠田 節子・はぐれ猿は熱帯雨林の夢をみるか

村上 健司・日本全国妖怪スポット２（怪の巻）森村 誠一・棟居刑事の代行人（ジ・エージェント）

近藤 光一・ぼくの仕事場は富士山ですあさの あつこ・スパイクス

≪ 絵 本 ≫梶尾 真治・ゆきずりエマノン

富安 陽子・やまんばあかちゃん真保 裕一・アンダルシア

西本 鶏介・たぬきのばけたおつきさま石田 衣良・明日（あした）のマーチ

たけむら せんじ・いちばんでんしゃのしゃしょうさん小路 幸也・猫と妻と暮らす

≪ 郷 土 ≫西村 京太郎・十津川警部捜査行 カシオペアスイート

君野 弘明・マラソンに賭けた半生浅田 次郎・コレクション戦争と文学

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

�９月12日（月）県民の日�

県民の日を記念しまして、

９月12日（月）は
温水プール入館料を
無料といたします。

皆さまのご利用を
お待ちしております。

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

３
日
・
日（
土
）

17
時

分
～

時

分

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

３
日
・
日（
土
）

17
時

分
～

時

分

11

40

12

30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

３
日
・
日（
土
）

17
時

分
～

時

分

10

40

11

30

８
日
・
日（
木
）

22
時

分
～

時

分

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

３
日
・
日（
土
）

17
時

分
～

時

分

11

40

12

30

８
日
・
日（
木
）

22
時

分
～

時

分

17

40

18

30

９
月
の
予
定

温水プールの営業時間
水・木・土・日曜日

（10時30分～18時30分）

月・金曜日

（12時～20時）

火曜日（休館日）
よろしくお願いいたします。


